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２
０
４
０
年
代
で
は
人
口

は
約
１
億
人
に
な
り
、
う
ち

高
齢
者
が
30
％
以
上
を
占
め

る
と
の
推
測
が
あ
る
。
少
子

高
齢
化
は
そ
の
先
も
進
む
こ

と
は
皆
が
信
じ
て
い
る
。
今

後
の
高
齢
者
医
療
を
ど
う
す

る
か
、
当
然
負
担
と
給
付
が

セ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
に
な
る

が
、
若
者
へ
の
負
担
軽
減
が

政
策
的
に
語
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
当
然
で
あ
る
が
、
今
の

若
者
た
ち
も
２
０
５
０
、
２

０
７
０
年
代
に
は
高
齢
者
に

含
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
▼
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
の
目
玉
の

一
つ
に
、
高
齢
者
救
急
患
者

を
ど
う
す
る
か
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
高
齢
者
は
何
と
い

っ
て
も
、
多
く
の
合
併
症
を

有
し
て
い
る
し
、
一
般
急
性

期
の
入
院
患
者
の
平
均
年
齢

は
70
歳
前
後
で
あ
る
こ
と
か

ら
し
て
、
在
宅
や
諸
施
設
か

ら
の
高
齢
者
救
急
救
命
医
療

を
ど
う
す
る
か
？
地
域
包
括

医
療
病
棟
な
ど
新
設
の
入
院

料
を
設
け
る
こ
と
で
７
対
１

の
急
性
期
一
般
入
院
料
１
を

減
ら
す
動
き
が
あ
る
一
方
、

重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要

度
の
引
き
締
め
に
躍
起
に
な

っ
て
い
る
姿
が
見
え
る
▼
プ

ラ
ス
０
・
88
％
の
改
定
率
は

一
見
病
院
経
営
に
は
い
い
数

字
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
０

・
61
％
が
人
件
費
増
額
相
当

で
あ
る
と
本
体
部
分
は
ど
う

な
る
の
か
、
今
の
時
点
で
は

見
当
が
つ
か
な
い
。
24
年
度

２
・
５
％
、
25
年
度
２
・
０

％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
叶
う

か
ど
う
か
が
心
配
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｓ
）

　
先
日
、
全
日
本
建
設
技

術
協
会
の
大
石
久
和
先
生

の
講
演
を
聴
く
機
会
を
持

っ
た
際
、「
国
土
に
働
き

か
け
な
け
れ
ば
、
国
土
は

恵
を
返
し
て
く
れ
な
い
、

国
土
は
我
々
が
働
き
か
け

れ
ば
か
け
る
ほ
ど
、
よ
り

多
く
の
恵
を
返
し
て
く
れ

る
。」と
い
う
言
葉
に
ハ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
数
年
で
、
我
々
医

療
従
事
者
は
国
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
暗
く
険
し
い

ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
、
ウ

ィ
ル
ス
の
毒
性
や
流
行
パ

タ
ー
ン
に
よ
り
、
各
専
門

分
野
な
り
の
切
り
抜
け
方

を
学
び
成
長
し
た
部
分
が

あ
る
も
の
の
、
医
療
現
場

で
は
い
ま
だ
に
ク
ラ
ス
タ

ー
を
通
し
て
診
療
の
制
限

と
そ
の
解
除
に
翻
弄
さ
れ

て
い
る
病
院
も
多
い
。
ま

た
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

だ
け
で
な
く
、
行
政
も
含

め
た
国
民
皆
様
の
協
力
が

な
け
れ
ば
、
我
々
の
力
は

儚
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も

実
感
し
た
。

　
一
方
、
社
会
全
体
と
し

て
、
子
供
も
含
め
た
若
い

世
代
に
つ
い
て
語
る
と
き

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
な
ど
の
弊
害
に
、

負
の
側
面
ば
か
り
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
違
和

感
を
覚
え
る
。

　
実
際
、
我
が
国
で
は
、

彼
ら
若
い
世
代
の
忍
耐
と

努
力
に
よ
る
感
染
拡
大
防

止
対
策
の
実
践
や
協
力
に

よ
り
、
世
界
各
国
に
比
べ

明
ら
か
に
、
重
い
病
気
を

持
つ
方
々
や
高
齢
の
方
々

が
救
わ
れ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
そ
れ
は
称
賛
に

値
す
る
も
の
で
あ
る
。
人

生
の
大
切
な
時
期
に
、
あ

れ
だ
け
の
制
約
を
迫
ら

れ
、
自
分
の
境
遇
と
向
き

合
っ
た
世
代
の
中
か
ら
、

沢
山
の
優
秀
な
人
材
が
輩

出
し
、
将
来
的
に
彼
ら
の

連
帯
感
が
生
ま
れ
て
く
る

に
違
い
な
い
と
感
じ
て
い

る
方
も
多
い
と
思
う
。

　
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
や
国

民
感
情
は
ど
う
あ
れ
、
彼

ら
若
い
世
代
の
現
状
を
不

用
意
に
批
判
す
る
の
で
は

な
く
、
人
的
資
源
が
重
要

で
あ
る
医
療
業
界
に
お
い

て
、
ま
ず
我
々
医
療
従
事

者
が
若
い
世
代
に
敬
意
と

感
謝
の
念
を
持
ち
、
そ
し

て
彼
ら
の
協
力
が
あ
っ
た

事
実
を
、
今
後
忘
れ
な
い

こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
。
こ
れ
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

で
確
実
に
加
速
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
先
進
的
技
術
の

導
入
が
よ
り
進
め
ば
医
療

業
界
に
お
い
て
、
若
い
世

代
が
さ
ら
に
活
躍
す
る
時

代
が
き
っ
と
や
っ
て
く
る
。

　
将
来
、
彼
ら
が
こ
の
数

年
の
経
験
を
振
り
返
っ
た

と
き
に
、
自
分
と
向
き
合

っ
た
大
切
な
時
間
を
通
し

て
、
限
ら
れ
た
仲
間
と
限

ら
れ
た
条
件
の
中
で
培
っ

た
大
切
な
時
期
だ
っ
た
と

思
い
返
し
、
比
較
的
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
っ
た
若
い

世
代
の
人
が
、
そ
う
で
な

か
っ
た
人
を
思
い
や
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
医
療
業

界
や
国
の
方
針
に
従
っ
て

く
れ
た
彼
ら
に
、
ま
ず
感

謝
と
敬
意
を
こ
め
て
何
を

ど
う
働
き
か
け
て
い
く
べ

き
か
考
え
実
践
し
て
い
き

た
い
。

（
御
殿
場
石
川
病
院
・
理

事
長
）

コ
ロ
ナ
禍
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

連
盟
　
理
事
　

石

川

悦

久
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全
国
公
私
病
院
連
盟
は
日
本
病
院
会
と
共
催
で
３
月
14
日
（
木
）
に
「
令
和
６

年
度
診
療
報
酬
改
定
説
明
会
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
日
本
病
院
会
の
相
澤
孝

夫
会
長
と
全
国
公
私
病
院
連
盟
の
邉
見
公
雄
会
長
が
開
催
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
日

本
病
院
会
の
診
療
報
酬
検
討
委
員
会
委
員
長
で
前
・
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

の
委
員
を
務
め
た
島
弘
志
先
生
の
司
会
に
よ
り
、
講
師
に
厚
生
労
働
省
保
険
局
医

療
課
の
加
藤
琢
真
・
課
長
補
佐
を
招
聘
し
て
、
同
氏
か
ら
３
月
５
日
（
火
）
に
告

示
さ
れ
た
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
説
明
を
受
け
た
。
な
お
、
講
演
の
模
様

は
３
月
15
日
は
ラ
イ
ブ
配
信
で
行
な
わ
れ
、
翌
日
か
ら
24
日
ま
で
同
様
の
内
容
を

録
画
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療

課
は
３
月
28
日
付
で
、
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
に
伴
う
事

務
連
絡
「
疑
義
解
釈
資
料
の

送
付
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）」

を
発
出
し
て
い
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
以
下
に
「
疑
義
解
釈
」
の

一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

医
科
診
療
報
酬
点
数
表
関
係

【
治
療
室
一
般
】

【
問
83
】「
Ａ
３
０
０
」
救
命

救
急
入
院
料
、「
Ａ
３
０
１
」

特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の

「
１
」
か
ら
「
４
」、「
Ａ
３

医
療
機
関
が
宿
日
直
許
可
を

取
得
し
て
い
な
い
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該

治
療
室
に
勤
務
す
る
専
任
の

医
師
が
、
宿
日
直
を
行
う
医

師
で
は
な
い
こ
と
が
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

【
問
84
】「
Ａ
３
０
０
」
救
命

救
急
入
院
料
、「
Ａ
３
０
１
」

特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の

「
１
」
か
ら
「
４
」、「
Ａ
３

０
１
―
４
」
小
児
特
定
集
中

治
療
室
管
理
料
、「
Ａ
３
０

２
」
新
生
児
特
定
集
中
治
療

室
管
理
料
１
、「
Ａ
３
０
２

—

２
」
新
生
児
特
定
集
中
治

療
室
重
症
児
対
応
体
制
強
化

管
理
料
及
び
「
Ａ
３
０
３
」

の
「
１
」
母
体
・
胎
児
集
中

治
療
室
管
理
料
の
施
設
基
準

に
お
い
て
、「
当
該
専
任
の

医
師
は
、
宿
日
直
を
行
う
医

師
で
は
な
い
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
当
該
治
療
室
に

０
１—

４
」
小
児
特
定
集
中

治
療
室
管
理
料
、「
Ａ
３
０

２
」
新
生
児
特
定
集
中
治
療

室
管
理
料
１
、「
Ａ
３
０
２

—

２
」
新
生
児
特
定
集
中
治

療
室
重
症
児
対
応
体
制
強
化

管
理
料
及
び
「
Ａ
３
０
３
」

の
「
１
」
母
体
・
胎
児
集
中

治
療
室
管
理
料
の
施
設
基
準

に
お
い
て
、「
当
該
専
任
の

医
師
は
、
宿
日
直
を
行
う
医

師
で
は
な
い
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
当
該
保
険
医
療

機
関
が
宿
日
直
許
可
を
取
得

し
て
い
な
い
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
の
か
。

【
答
】
当
該
要
件
は
、
保
険

勤
務
す
る
医
師
が
、
宿
日
直

を
行
う
医
師
で
は
な
い
医
師

で
あ
っ
て
、
宿
日
直
許
可
を

取
得
し
て
い
る
業
務
に
従
事

す
る
場
合
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
か
。

【
答
】
宿
日
直
許
可
を
取
得

し
て
い
る
業
務
に
従
事
す
る

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
専
任
の

医
師
が
当
該
治
療
室
に
勤
務

し
て
い
る
間
、
宿
日
直
を
行

っ
て
い
な
い
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

【
救
急
患
者
連
携
搬
送
料
】

【
問
１
７
５
】「
Ｃ
０
０
４

—

２
」
救
急
患
者
連
携
搬
送

料
に
つ
い
て
、
搬
送
先
の
保

険
医
療
機
関
に
属
す
る
緊
急

自
動
車
が
患
者
の
初
期
診
療

を
行
っ
た
保
険
医
療
機
関
ま

で
赴
き
、
初
期
診
療
を
行
っ

た
保
険
医
療
機
関
の
医
師
、

看
護
師
又
は
救
急
救
命
士
が

同
乗
の
上
で
当
該
患
者
を
搬

送
し
た
場
合
は
算
定
可
能
か
。

【
答
】
要
件
を
満
た
せ
ば
算

定
可
能
。

【
問
１
７
６
】
救
急
患
者
連

携
搬
送
料
に
つ
い
て
、
市
町

村
又
は
都
道
府
県
の
救
急
業

務
を
行
う
た
め
の
救
急
隊
の

救
急
自
動
車
に
よ
り
搬
送
が

行
わ
れ
た
場
合
で
も
、
算
定

で
き
る
の
か
。

【
答
】
算
定
で
き
な
い
。

看
護
職
員
処
遇
改
善
評
価
料

及
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

関
係

【
共
通
事
項
】

【
問
３
】
医
科
点
数
表
に
お

け
る
「
Ｏ
０
０
０
」
及
び
歯

科
点
数
表
に
お
け
る
「
Ｐ
０

０
０
」
看
護
職
員
処
遇
改
善

評
価
料
並
び
に
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
の
施
設
基
準
に
お

い
て
、「
決
ま
っ
て
毎
月
支

払
わ
れ
る
手
当
」
を
支
払
う

場
合
に
、
そ
の
金
額
を
割
増

賃
金
（
超
過
勤
務
手
当
）
や

賞
与
に
反
映
さ
せ
る
必
要
は

あ
る
の
か
。

【
答
】
労
働
基
準
法
第
37
条

第
５
項
及
び
労
働
基
準
法
施

行
規
則
第
21
条
で
列
挙
さ
れ

て
い
る
手
当
に
該
当
し
な
い

限
り
、
割
増
賃
金
の
基
礎
と

な
る
賃
金
に
算
入
し
て
割
増

賃
金
を
支
払
う
必
要
が
あ

る
。
当
該
評
価
料
に
係
る

「
決
ま
っ
て
毎
月
支
払
わ
れ

る
手
当
」
に
つ
い
て
は
、
そ

の
性
質
上
、
上
記
手
当
に
は

該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
割

増
賃
金
の
基
礎
と
な
る
賃
金

に
算
入
し
て
割
増
賃
金
を
支

払
う
必
要
が
あ
る
。

　
な
お
、「
決
ま
っ
て
毎
月

支
払
わ
れ
る
手
当
」
を
い
わ

ゆ
る
賞
与
の
算
定
に
際
し
て

反
映
さ
せ
る
か
否
か
は
、
各

医
療
機
関
の
定
め
に
よ
る
。

（
右
写
真
）
日
病
診
療
報
酬

検
討
委
員
会
委
員
長
、
前
中

医
協
委
員
　
島 

弘
志
先
生

（
右
写
真
）
全
国
公
私
病
院

連
盟
　
　
会
長
　
邉
見
公
雄

（
右
写
真
）
日
本
病
院
会

　
　
会
長
　
相
澤
孝
夫
先
生

講師：
厚生労働省保険局
 医療課
  加藤琢真・課長補佐

令和 ６年度診療報酬改定説明会の模様

厚
労
省
が
疑
義
解
釈
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表１ 一般病院の平均在院日数、開設者別、病床規模別
病床規模

開設者

総 数
20～

99床

100～

199床

200～

299床

300～

399床

400～

499床

500～

599床

600～

699床
700床～

総 数 12.78 23.26 21.71 15.86 12.70 11.49 10.52 10.37 11.53

自 治 体 12.11 27.50 21.85 13.64 12.38 11.28 10.79 10.12 10.33

その他公的 12.28 32.85 20.60 16.91 12.81 11.38 10.35 10.83 10.23

私 的 15.16 17.59 22.24 18.20 13.03 12.71 10.10 9.28 14.48

表２ 一般病院の病床利用率、病院規模別
病床規模

年次

総 数
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100～

199床
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299床

300～

399床

400～

499床

500～

599床

600～

699床
700床～

令和 元 74.80 68.98 73.87 75.27 73.59 72.79 76.74 78.32 77.37

2 65.65 64.35 68.79 65.24 64.13 63.00 66.95 65.98 67.65

3 65.83 64.85 67.21 63.59 63.43 64.08 68.34 67.72 69.25

4 67.86 62.00 69.54 66.37 64.91 68.12 69.60 71.10 68.51

5 68.38 64.27 69.68 65.19 66.98 67.92 69.66 71.25 70.99
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図２－１ 主な診療科別の入院患者1人1日当たり診療収入【ＤＰＣ以外の病院】

70.1 
57.5 57.8 

110.7 

60.7 
47.5 

75.1 

26.8 

77.4 

109.4 

174.1 

88.6 
73.7 74.3 68.2 

96.9 

72.2 

111.8 

80.4 86.7 

47.0 

0

50

100

150

200

総

数

内

科

呼
吸
器
内
科

循
環
器
内
科

消
化
器
内
科

皮
膚
科

小
児
科

精
神
科

外

科

呼
吸
器
外
科

心
臓
血
管
外
科

消
化
器
外
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

眼

科

耳
鼻
い
ん
こ
う
科

小
児
外
科

産
婦
人
科

婦
人
科

リ
ハ
ビ
リ
科

（単位：千円）

図２－２ 主な診療科別の入院患者1人1日当たり診療収入【ＤＰＣの病院】
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図３－１ 主な診療科別の外来患者1人1日当たり診療収入【ＤＰＣ以外の病院】
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図３－２ 主な診療科別の外来患者1人1日当たり診療収入【ＤＰＣの病院】

図２-１ 主な診療科別の入院患者１人１日当たり診療収入【ＤＰＣ以外の病院】

図２-２ 主な診療科別の入院患者１人１日当たり診療収入【ＤＰＣの病院】

図３-１ 主な診療科別の外来患者１人１日当たり診療収入【ＤＰＣ以外の病院】

図３-２ 主な診療科別の外来患者１人１日当たり診療収入【ＤＰＣの病院】

分析調査の概要
　
全
国
公
私
病
院
連
盟
が
例
年
６
月
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
病
院
運
営
実
態
分
析

調
査
」（
令
和
５
年
６
月
調
査
）
の
結
果
が
２
月
16
日
に
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
６
月
中
の
１
０
０
床
当
た
り
「
総
費
用
」
は
２
億
４
２
３
９
万
１
千
円
（
前
年
６

月
比
・
伸
び
率
２
・
８
％
増
）、「
医
業
費
用
」
は
２
億
３
９
５
５
万
３
千
円
（
前
年
６

月
比
・
伸
び
率
２
・
７
％
増
）
と
な
っ
た
一
方
、
６
月
中
の
「
総
収
益
」
は
２
億
２
３

４
１
万
１
千
円
（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
０
・
５
％
増
）、「
医
業
収
益
」
は
２
億
１
９

０
２
万
６
千
円
（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
０
・
６
％
増
）
と
な
り
、
総
収
益
か
ら
総
費

用
を
差
し
引
い
た
１
０
０
床
当
た
り
の
「
総
損
益
差
額
」
は
１
８
９
８
万
円
の
赤
字
、

医
業
収
益
か
ら
医
業
費
用
を
差
し
引
い
た
「
医
業
損
益
差
額
」
も
２
０
５
２
万
７
千
円

の
赤
字
と
な
り
、
人
件
費
を
は
じ
め
光
熱
水
費
や
材
料
費
の
高
騰
等
に
よ
る
費
用
増
加

を
収
益
で
補
い
き
れ
ず
、
病
院
経
営
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、
同
調
査
の
詳
細
な
結
果
は
３
冊
の
報
告
書
に
ま
と
め
ら

れ
、
３
月
27
日
に
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
同
調
査
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

調

査

の

概

要

調
査
結
果
の
概
要

て
い
る
調
査
で
、
病
院
運
営

の
実
態
を
把
握
し
て
病
院
の

運
営
管
理
改
善
の
資
料
と
す

る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
体

系
改
善
の
た
め
の
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
調
査
の
対
象
は
、
一
般

社
団
法
人
全
国
公
私
病
院
連

盟
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
に

所
属
す
る
病
院
と
本
調
査
に

協
力
す
る
病
院
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
調
査
に
お

い
て
集
計
対
象
と
し
た
病
院

数
は
７
２
８
（
調
査
協
力
を

依
頼
し
た
病
院
数
３
０
１

７
、
回
答
率
24
・
１
％
）
で

あ
り
、
そ
の
内
訳
は
開
設
者

別
に
み
る
と
、
自
治
体
病
院

３
０
７
（
構
成
比
42
・
２

％
）、
そ
の
他
公
的
病
院
２

０
９
（
構
成
比
28
・
７
％
）、

私
的
病
院
１
７
７
（
構
成
比

24
・
３
％
）、
国
立
・
大
学
付

属
病
院
等
35
（
構
成
比
４
・

８
％
）
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
は
、
一
般
社
団

法
人
全
国
公
私
病
院
連
盟
が

例
年
６
月
を
対
象
に
実
施
し

（
１
）
平
均
在
院
日
数

　
病
院
総
数
で
み
る
と
13
・

18
日
（
前
年
６
月
13
・
53
日
）

と
な
っ
て
お
り
、
開
設
者
別

に
み
る
と
、
自
治
体
病
院
は

12
・
71
日
（
前
年
６
月
13
・

13
日
）、
そ
の
他
公
的
病
院

は
12
・
42
日
（
前
年
６
月
12

・
58
日
）、
私
的
病
院
は
15
・

54
日
（
前
年
６
月
16
・
33
日
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
病
院
の
病
床

規
模
別
に
平
均
在
院
日
数
の

短
い
方
か
ら
順
に
み
る
と
、

①
６
０
０
～
６
９
９
床
10
・

37
日
、
②
５
０
０
～
５
９
９

床
10
・
52
日
、
③
４
０
０
～

４
９
９
床
11
・
49
日
、
④
７

０
０
床
以
上
11
・
53
日
、
⑤

３
０
０
～
３
９
９
床
12
・
70

日
、
⑥
２
０
０
～
２
９
９
床

15
・
86
日
、
⑦
１
０
０
～
１

９
９
床
21
・
71
日
、
⑧
20
～

99
床
23
・
26
日
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
開
設
者
別
病
床

規
模
別
に
み
る
と
表
１
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
病
床
利
用
率

　
病
院
総
数
で
み
る
と
68
・

22
％
（
前
年
６
月
67
・
94
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
病
院
の
種

類
別
に
み
る
と
、
一
般
病
院

68
・
38
％
（
前
年
６
月
67
・

86
％
）、
精
神
科
病
院
63
・
81

％
（
前
年
６
月
69
・
48
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
病
院
の
病
床

規
模
別
に
病
床
利
用
率
の
高

い
方
か
ら
順
に
み
る
と
、
①

６
０
０
～
６
９
９
床
71
・
25

％
、
②
７
０
０
床
以
上
70
・

99
％
、
③
１
０
０
～
１
９
９

床
69
・
68
％
、
④
５
０
０
～

５
９
９
床
69
・
66
％
、
⑤
４

０
０
～
４
９
９
床
67
・
92

％
、
⑥
３
０
０
～
３
９
９
床

66
・
98
％
、
⑦
２
０
０
～
２

９
９
床
65
・
19
％
、
⑧
20
～

99
床
64
・
27
％
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
病
床
規
模
別
に

み
る
と
表
２
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

（
３
）
一
般
病
院
に
お
け
る

１
０
０
床
当
た
り
職
員
数

　
職
員
総
数
は
１
９
０
・
５

人
（
前
年
６
月
１
８
９
・
９

人
）
と
な
っ
て
お
り
、
職
種

別
に
み
る
と
、
医
師
24
・
７

人
（
前
年
６
月
24
・
６
人
）、

看
護
部
門
職
員
１
０
１
・
５

人
（
前
年
６
月
１
０
２
・
５

人
）、
看
護
部
門
職
員
の
う

ち
看
護
師
90
・
２
人
（
前
年

６
月
91
・
５
人
）
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
薬
剤
部
門

職
員
５
・
９
人
、
放
射
線
部

門
職
員
５
・
４
人
、
検
査
部

門
職
員
７
・
１
人
、
リ
ハ
ビ

リ
部
門
職
員
10
・
８
人
、
栄

養
（
食
事
）
部
門
職
員
３
・

７
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
６
月
中
の
１
病
院
当

た
り
入
院
患
者
数

　
病
院
総
数
で
み
る
と
、
６

月
中
の
１
病
院
当
た
り
入
院

患
者
数
は
、
６
８
２
６
人

（
前
年
６
月
７
０
３
７
人
）

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
に
比

べ
て
１
病
院
１
カ
月
当
た
り

２
１
１
人
の
減
少
で
あ
る
。

こ
れ
を
年
次
別
に
み
る
と
図

１
下
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
６
月
中
の
１
病
院
当

た
り
外
来
患
者
数

　
病
院
総
数
で
み
る
と
、
６

月
中
の
１
病
院
当
た
り
外
来

患
者
数
は
、
１
万
１
２
０
６

人
（
前
年
６
月
１
万
１
７
０

８
人
）
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
に
比
べ
て
１
病
院
１
カ
月

当
た
り
５
０
２
人
の
減
少
で

あ
る
。
こ
れ
を
年
次
別
に
み

る
と
図
１
上
の
折
れ
線
グ
ラ

フ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
医
師
１
人
１
日
当
た

り
取
扱
い
患
者
数

　
入
院
の
平
均
は
３
・
４
人

（
前
年
６
月
３
・
６
人
）
と

な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別
で

み
る
と
、
入
院
で
取
扱
う
患

者
が
多
い
の
は
リ
ハ
ビ
リ
科

12
・
３
人
、
精
神
科
７
・
５

人
、
整
形
外
科
６
・
７
人
な

ど
で
、
少
な
い
の
は
歯
科
１

・
５
人
、
放
射
線
科
１
・
６

人
、
小
児
外
科
１
・
９
人
な

ど
で
あ
る
。

　
外
来
の
平
均
は
６
・
４
人

（
前
年
６
月
６
・
５
人
）
と

な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別
で

み
る
と
、
外
来
で
取
扱
う
患

者
が
多
い
の
は
皮
膚
科
13
・

１
人
、
眼
科
11
・
８
人
、
歯

科
９
・
９
人
、
泌
尿
器
科
９

・
４
人
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

９
・
２
人
な
ど
が
多
く
、
少

な
い
の
は
麻
酔
科
１
・
７

人
、
小
児
外
科
２
・
３
人
、

心
臓
血
管
外
科
２
・
６
人
、

呼
吸
器
外
科
３
・
１
人
な
ど

で
あ
る
。

（
７
）
医
師
１
人
１
日
当
た

り
診
療
収
入

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
病
院
に
お

け
る
入
院
の
平
均
は
25
万
６

千
円
と
な
っ
て
い
る
。
診
療

科
別
で
み
る
と
、
入
院
で
比

較
的
高
額
な
の
は
、
リ
ハ
ビ

リ
科
72
万
３
千
円
、
脳
神
経

外
科
51
万
５
千
円
、
整
形
外

科
39
万
９
千
円
、
神
経
内
科

32
万
７
千
円
な
ど
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
病
院
に
お

け
る
外
来
の
平
均
は
11
万
４

千
円
と
な
っ
て
い
る
。
診
療

科
別
で
み
る
と
、
外
来
で
比

較
的
高
額
な
の
は
、
肛
門
外

科
26
万
４
千
円
、
消
化
器
外

科
22
万
９
千
円
、
泌
尿
器
科

16
万
４
千
円
、
眼
科
15
万
３

千
円
な
ど
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
病
院
に
お
け
る

入
院
の
平
均
は
21
万
９
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別

で
み
る
と
、
入
院
で
比
較
的

高
額
な
の
は
、
心
臓
血
管
外

科
49
万
５
千
円
、
整
形
外
科

44
万
円
、
循
環
器
内
科
41
万

４
千
円
、
脳
神
経
外
科
40
万

８
千
円
、
リ
ハ
ビ
リ
科
40
万

２
千
円
な
ど
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
病
院
に
お
け
る

外
来
の
平
均
は
11
万
７
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別

で
み
る
と
、
外
来
で
比
較
的

高
額
な
の
は
、
泌
尿
器
科
21

万
７
千
円
、
呼
吸
器
内
科
20

万
８
千
円
、
内
科
18
万
３
千

円
、
眼
科
16
万
７
千
円
、
消

化
器
内
科
16
万
２
千
円
な
ど

で
あ
る
。

（
８
）
主
な
診
療
科
別
の
患

者
１
人
１
日
当
た
り
診
療
収

入　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
病
院
に
お

け
る
主
な
診
療
科
別
の
患
者

１
人
１
日
当
た
り
診
療
収
入

を
み
る
と
、
入
院
で
は
産
婦

人
科
の
７
万
９
５
８
６
円
が

高
額
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

最
も
小
額
な
の
は
精
神
科
の

２
万
２
２
０
０
円
で
あ
る
。

外
来
で
は
、
肛
門
外
科
３
万

２
６
２
６
円
を
は
じ
め
、
消

化
器
外
科
３
万
１
６
２
３

円
、
放
射
線
科
２
万
８
３
７

５
円
な
ど
が
高
額
で
あ
る
の

に
対
し
、
最
も
小
額
な
の
は

麻
酔
科
の
３
８
１
５
円
で
あ

る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
病
院
に
お
け
る

主
な
診
療
科
別
の
患
者
１
人

１
日
当
た
り
診
療
収
入
を
み

る
と
、
入
院
で
は
心
臓
血
管

外
科
の
17
万
４
１
３
６
円
が

特
に
高
額
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
最
も
小
額
な
の
は
精
神

科
の
２
万
６
７
７
４
円
で
あ

3
面
へ
つ
づ
く

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
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病院運営実態令和５
年６月
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年
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図５ ６月１日分の総損益差額からみた黒字・

赤字病院の数の割合（％）年次推移

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

2
面
か
ら
つ
づ
く

る
。
外
来
で
は
呼
吸
器
内
科

の
４
万
５
４
１
円
を
は
じ

め
、
消
化
器
外
科
３
万
７
８

９
２
円
、
呼
吸
器
外
科
３
万

５
２
６
７
円
な
ど
が
高
額
で

あ
る
の
に
対
し
、
最
も
小
額

な
の
は
リ
ハ
ビ
リ
科
の
５
２

６
２
円
で
あ
る
。

　
患
者
1
人
1
日
当
た
り
診

療
収
入
を
主
な
診
療
科
別
に

み
る
と
図
２
―
１
、
２
―
２

お
よ
び
図
３
―
１
、
３
―
２

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
９
）
１
０
０
床
当
た
り
収

支
金
額

　
６
月
中
の
総
費
用
は
２
億

４
２
３
９
万
１
千
円
（
前
年

６
月
比
・
伸
び
率
２
・
８
％

増
）、
医
業
費
用
は
２
億
３

９
５
５
万
３
千
円
（
前
年
６

月
比
・
伸
び
率
２
・
７
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医

業
費
用
の
う
ち
給
与
費
は
１

億
２
１
０
３
万
３
千
円
（
前

年
６
月
比
・
伸
び
率
１
・
４

％
増
）、
材
料
費
は
６
４
９

８
万
円
（
前
年
６
月
比
・
伸

び
率
３
・
４
％
増
）、
経
費
は

３
７
２
１
万
４
千
円
（
前
年

６
月
比
・
伸
び
率
５
・
１
％

増
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
材
料
費
の
う
ち
薬

品
費
は
３
９
２
０
万
２
千
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
４

・
７
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、

経
費
の
う
ち
委
託
費
は
１
８

９
３
万
９
千
円
（
前
年
６
月

比
・
伸
び
率
１
・
８
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
６
月
中
の
総
収
益
は
２
億

２
３
４
１
万
１
千
円
（
前
年

６
月
比
・
伸
び
率
０
・
５
％

増
）、
医
業
収
益
は
２
億
１

９
０
２
万
６
千
円
（
前
年
６

月
比
・
伸
び
率
０
・
６
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医

業
収
益
の
う
ち
、
入
院
収
入

は
１
億
４
３
８
４
万
３
千
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
１

・
３
％
増
）、
外
来
収
入
は
６

７
９
９
万
５
千
円
（
前
年
６

月
比
・
伸
び
率
０
・
７
％
減
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
１
０
０
床
当
た
り
収
支
金

額
を
科
目
・
年
次
別
に
み
る

と
表
３
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

（
10
）
１
０
０
床
当
た
り
総

損
益
差
額
お
よ
び
医
業
損
益

差
額
の
状
況

　
総
費
用
は
２
億
４
２
３
９

万
１
千
円
（
前
年
６
月
比
・

伸
び
率
２
・
８
％
増
）
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
総
収
益
は

２
億
２
３
４
１
万
１
千
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
０

・
５
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、

総
収
益
か
ら
総
費
用
を
差
し

引
く
と
△
１
８
９
８
万
円

（
前
年
６
月
△
１
３
６
７
万

１
千
円
）
の
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
総
費
用

対
総
収
益
比
率
は
、
１
０
８

・
５
％
（
前
年
６
月
１
０
６

・
２
％
）
に
な
っ
て
い
る
。

　
医
業
費
用
は
２
億
３
９
５

５
万
３
千
円
（
前
年
６
月
比

・
伸
び
率
２
・
７
％
増
）
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
医
業
収

益
は
２
億
１
９
０
２
万
６
千

円
（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率

０
・
６
％
増
）
と
な
っ
て
お

り
、
医
業
収
益
か
ら
医
業
費

用
を
差
し
引
く
と
△
２
０
５

２
万
７
千
円
（
前
年
６
月
△

１
５
６
１
万
２
千
円
）
の
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
医
業
費
用
対
医
業
収
益

比
率
は
、
１
０
９
・
４
％（
前

年
６
月
１
０
７
・
２
％
）
に

な
っ
て
い
る
。
総
損
益
差
額

お
よ
び
医
業
損
益
差
額
を
年

次
別
に
み
る
と
図
４
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

（
11
）
６
月
１
カ
月
分
の
総

損
益
差
額
か
ら
み
た
黒
字
・

赤
字
病
院
の
数
の
割
合

（
※
他
会
計
負
担
金
・
補
助

金
等
は
総
収
益
か
ら
控
除
し

た
。
ま
た
、
６
月
１
カ
月
分

の
総
費
用
と
総
収
益
の
差
額

に
よ
り
黒
字
・
赤
字
状
況
を

判
別
し
た
場
合
の
病
院
数
の

割
合
で
あ
る
。）

　
今
回
の
調
査
に
お
い
て
回

答
の
あ
っ
た
病
院
５
２
０
院

の
う
ち
23
・
１
％
（
１
２
０

病
院
）
の
病
院
が
黒
字
と
な

っ
て
い
て
、
赤
字
病
院
数
の

割
合
は
76
・
９
％
（
４
０
０

病
院
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

年
次
別
に
み
る
と
図
５
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
開
設
者
別
で
み
る
と
、
自

治
体
病
院
２
０
３
病
院
の
う

ち
７
・
９
％
（
16
病
院
）
が

黒
字
と
な
っ
て
い
て
、
赤
字

病
院
は
92
・
１
％
（
１
８
７

病
院
）で
あ
っ
た
。（
こ
の
場

合
、
不
採
算
部
門
等
の
医
療

に
対
し
、
地
方
公
営
企
業
法

に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
が

負
担
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
る
負
担
金
や
補
助
金
等
は

総
収
益
か
ら
除
い
て
仮
定
計

算
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
法

令
に
基
づ
く
病
院
決
算
時
点

で
の
黒
字
・
赤
字
と
は
異
な

る
。）そ
の
他
公
的
病
院
で
は

１
８
０
病
院
の
う
ち
26
・
７

％
（
48
病
院
）
が
黒
字
と
な

っ
て
い
て
、
赤
字
病
院
は
73

・
３
％
（
１
３
２
病
院
）
で

あ
り
、
私
的
病
院
で
は
１
３

７
病
院
の
う
ち
40
・
９
％（
56

病
院
）
が
黒
字
と
な
っ
て
い

て
、
赤
字
病
院
は
59
・
１
％

（
81
病
院
）
で
あ
っ
た
。

（
12
）
常
勤
職
員
１
人
当
た

り
平
均
給
与
月
額

　
常
勤
職
員
１
人
当
た
り
平

均
給
与
額
は
44
万
４
千
円
で

あ
り
、
職
種
別
に
み
る
と
、

医
師
１
０
７
万
９
千
円
、
看

護
師
37
万
６
千
円
、
准
看
護

師
32
万
２
千
円
、
看
護
業
務

補
助
者
23
万
３
千
円
、
薬
剤

師
38
万
８
千
円
、
そ
の
他
の

医
療
技
術
員
34
万
円
、
事
務

職
員
30
万
７
千
円
、
技
能
労

務
員
26
万
３
千
円
と
な
っ
て

い
る
。

本
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
本
概
要
を
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

（
１
）
調
査
に
お
け
る
基
礎

数
値
は
、
６
月
分
の
集
計
数

値
ま
た
は
６
月
30
日
現
在
の

数
値
で
あ
る
。

（
２
）
概
要
の
中
で
、「
自
治

体
」
と
は
、
都
道
府
県
・
指

定
都
市
・
市
町
村
・
組
合
が

開
設
す
る
病
院
な
ら
び
に
地

方
独
立
行
政
法
人
立
の
病

院
、「
そ
の
他
公
的
」
と
は
、

日
赤
・
済
生
会
・
厚
生
連
・

社
会
保
険
関
係
団
体
等
が
開

設
す
る
病
院
、「
私
的
」
と

は
、
医
療
法
人
・
個
人
等
が

開
設
す
る
病
院
で
あ
る
。

注
意
事
項

　　　　　科　　　　目　　　 令和元年6月 令和2年6月 令和3年6月 令和4年6月 令和5年6月

   総        費        用　　　　　 　 218,132 215,538 227,157 235,871 242,391

  Ⅰ  医業費用　　 　 214,310 212,478 223,705 233,230 239,553

　　１.給 与 費 　　 　 111,451 111,738 115,390 119,324 121,033

　　２.材 料 費 　　 　 53,945 52,839 58,591 62,850 64,980

　　　　うち薬品費 32,431 32,309 35,565 37,425 39,202

　　３.経 費　　　　 　 32,426 32,039 33,805 35,415 37,214

　　　　うち委託費 16,568 16,761 17,844 18,613 18,939

　　４.減価償却費　  　 14,073 13,673 13,814 13,600 14,118

　　５.資産減耗損　  　 349 229 244 187 194

　　６.研究・研修費　  　 990 900 793 810 840

　　７.本部費分担金等 1,076 1,059 1,068 1,045 1,173

  Ⅱ  医業外費用　　  　 2,464 2,407 2,165 2,119 2,127

  Ⅲ  特別損失　　　  　 1,358 653 1,287 521 711

   総        収        益　　　　　   　 204,772 193,478 208,001 222,200 223,411

  Ⅰ  医業収益　　　  　 200,610 188,957 203,917 217,618 219,026

　  　１.入院収入　　  　 133,350 124,498 130,718 142,044 143,843

　  　２.室料差額収入  　 2,404 2,111 2,049 2,200 2,210

　  　３.外来収入　　  　 60,056 58,832 65,883 68,491 67,995

　  　４.公衆衛生活動収入　 1,720 1,227 2,184 1,888 1,936

　  　５.医療相談収入  　 2,365 1,981 2,352 2,365 2,599

　  　６.その他の医業収入　 715 308 730 630 444

  Ⅱ  医業外収益　　  　 3,404 4,016 3,204 3,622 3,681

  Ⅲ  特別利益　　　  　 758 505 880 960 704

　　 総収益  －  総費用 　 △ 13,360 △ 22,060 △ 19,156 △ 13,671 △ 18,980

　　 医業収益 － 医業費用　 △ 13,700 △ 23,521 △ 19,788 △ 15,612 △ 20,527

　　 総費用／総収益×100 106.5 111.4 109.2 106.2 108.5

　　 医業費用／医業収益×100 106.8 112.4 109.7 107.2 109.4

    病        院        数　　　　　　 　 635 659 593 500 520

    平   均   病   床   数　　　　 　 306 295 299 320 310

(金額単位：千円）

【 費 用 】

【 収 益 】

△ 14,134

△ 18,754

△ 12,362 △ 11,989 △ 12,809 △ 13,360

△ 22,060

△ 19,156

△ 13,671

△ 18,980

△ 13,545

△ 9,916

△ 12,325 △ 12,016

△ 13,093 △ 13,700

△ 23,521

△ 19,788

△ 15,612

△ 20,527

△ 26,000

△ 24,000

△ 22,000

△ 20,000

△ 18,000

△ 16,000

△ 14,000

△ 12,000

△ 10,000

△ 8,000

△ 6,000

△ 4,000

平26 27 28 29 30 令元年 2 3 4 5

（単位：千円）

総損益差額 医業損益差額

表３ １００床当たり収支金額、科目・年次別

図４ １００床当たり総損益差額、医業損益差額別の年次推移
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今
月
は
「
八
月
の
御
所

グ
ラ
ウ
ン
ド
」。
今
回
の

直
木
賞
受
賞
作
で
あ
る
。

著
者
が
京
都
大
学
卒
と
い

う
事
で
、
芥
川
、
直
木
、

江
戸
川
な
ど
文
学
賞
受
賞

作
に
飛
び
付
く
の
は
ミ
ー

ハ
ー
的
と
、
熱
が
冷
め
て

か
ら
読
む
と
い
う
鉄
則
を

破
っ
て
し
ま
っ
た
。
実
は

学
生
時
代
は
御
所
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
草
野
球
を
や
り
、

父
親
に
な
っ
て
か
ら
は
２

人
の
息
子
と
三
角
ベ
ー
ス

な
ど
を
よ
く
や
っ
た
思
い

出
の
地
が
タ
イ
ト
ル
だ
っ

た
か
ら
…
。
本
は
上
司
達

が
学
生
時
代
か
ら
の
マ
ド

ン
ナ
の
バ
ー
マ
ダ
ム
の
ご

褒
美（
ほ
っ
ぺ
に
チ
ュ
ー
）

を
目
当
て
に
、
自
分
の
講

座
の
学
生
や
自
社
の
若
手

社
員
な
ど
で
チ
ー
ム
を
作

っ
て
試
合
を
す
る
の
で
あ

る
。
卒
業
論
文
を
餌
的
に

主
任
教
授
に
与
え
ら
れ
た

主
人
公
、
メ
ン
バ
ー
集
め

に
深
夜
勤
務
の
バ
ー
の
ア

ル
バ
イ
ト
ボ
ー
イ
や
色
々

な
仕
事
の
達
人
の
混
成
チ

ー
ム
が
、
元
ノ
ン
プ
ロ
の

有
名
チ
ー
ム
所
属
だ
っ
た

投
手
を
打
ち
崩
し
た
り
す

る
。
痛
快
コ
メ
デ
ィ
ー
的

な
要
素
も
あ
る
。
中
国
か

ら
の
女
子
留
学
生
な
ど
は

現
在
も
身
近
に
居
そ
う
で

あ
る
。
我
々
が
学
生
だ
っ

た
頃
の
京
都
は
「
坊
さ

ん
、
学
生
さ
ん
、
芸
舞
妓

さ
ん
、
こ
の
３
さ
ん
で
持

っ
て
い
る
街
な
の
で
皆
こ

の
３
つ
を
大
事
に
し
ま
す

よ
」
が
下
宿
の
叔
母
さ
ん

の
口
癖
だ
っ
た
。
僧
侶
、

寺
院
は
こ
の
小
説
に
は
出

て
い
な
い
が
、
後
の
２
つ

は
底
流
に
あ
り
、
や
は
り

京
都
ら
し
い
物
語
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
近
い
五
山
の
送

り
火
、
彼
女
が
戻
っ
て
来

る
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
も
青

春
小
説
ら
し
い
。
又
、
新

選
組
や
学
徒
出
陣
な
ど
先

の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
大

投
手
ら
し
き
人
も
出
場
す

る
の
が
千
年
の
都
、
京
都

ら
し
い
。

　
今
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
近
く
に
は
関
西
迎
賓
館

が
出
来
、
外
国
か
ら
の
賓

客
や
皇
族
な
ど
が
泊
ま
ら

れ
時
々
使
用
が
制
限
さ
れ

る
の
が
利
用
者
の
悩
み
の

様
で
あ
る
。
早
朝
に
次
回

の
使
用
が
高
倍
率
の
籤
引

き
で
長
蛇
の
列
だ
っ
た
の

も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ

る
。
因
み
に
私
達
の
下
宿

チ
ー
ム
は
こ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
成
績
は
良
く
な
く
勝

率
は
３
割
位
。
私
が
予
告

登
板
し
家
庭
教
師
の
女
子

高
生
や
中
学
生
を
応
援
に

呼
ん
だ
試
合
は
３
回
途
中

で
ボ
コ
ボ
コ
に
打
た
れ
、

ボ
ロ
負
け
し
た
苦
い
経
験

も
…
。
同
じ
本
に
掲
載
の

「
十
二
月
の
都
大
路
」
も

年
末
の
高
校
女
子
駅
伝
が

描
か
れ
、
同
系
の
ス
ポ
ー

ツ
青
春
録
で
楽
し
く
読
め

る
一
冊
で
あ
る
。

　
　
　
■
　
　
■

　
今
年
度
か
ら
本
の
書
評

だ
け
で
な
く
、
映
画
評
論

も
試
み
た
い
。
読
者
の
評

価
に
よ
り
止
め
る
時
は
お

赦
し
下
さ
い
。
月
３
本
位

観
て
１
本
取
り
上
げ
た

い
。
ま
ず
、
今
回
は
京
都

出
町
座
と
い
う
喫
茶
店

（
？
）
を
改
造
、
下
は
喫

茶
と
本
屋
。
２
階
は
小
さ

な
１
０
０
人
位
収
容
の
映

画
館
で
若
い
ス
タ
ッ
フ
の

み
。
そ
の
昔
、
一
乗
寺
に

あ
り
京
大
生
が
ア
ル
バ
イ

ト
で
上
映
す
る
映
画
を
選

び
大
当
り
し
、
そ
の
後
彼

が
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
。

「
京
一
会
館
」
を
彷
彿
さ

せ
る
佇
ま
い
で
あ
る
。
こ

こ
で
観
た
の
は
役
所
広
司

主
演
の
「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ

Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
で
あ
る
。

名
匠
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ

ー
ス
監
督
の
描
く
極
く
普

通
の
一
般
人
の
毎
日
で
あ

る
。
セ
リ
フ
は
殆
ど
無

く
、
淡
々
と
出
勤
、
仕
事

の
場
面
が
続
く
。
羨
ま
し

い
が
決
し
て
真
似
出
来
な

い
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
生
活
で
あ
る
。

「
身
代
わ
り
忠
臣
蔵
」
は

赤
穂
観
光
大
使
（
無
給
、

無
益
、
大
使
特
権
零
）
と

い
う
役
柄
上
、
ロ
ー
カ
ル

線
維
持
と
街
興
し
で
創
ら

れ
た
赤
穂
駅
の
「
プ
ラ
ッ

ト
赤
穂
」
で
観
た
が
、
討

ち
入
り
以
後
は
オ
チ
ャ
ラ

ケ
過
ぎ
で
あ
る
。
吉
良
側

か
ら
の
描
写
は
面
白
い
企

画
で
は
あ
る
が
…
。

推
薦
者
：
邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

『
八
月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン

ド
』

　
万
城
目
　
学
／
著

　
文
藝
春
秋
／
刊

『
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

Ｄ

Ａ
Ｙ
Ｓ
』

　
監
督
／
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ

ン
ダ
ー
ス

　
キ
ャ
ス
ト
／
役
所
広
司 

他

９
日
）の
報
告
が
あ
っ
た
。

【
主
な
協
議
事
項
】

　
①
令
和
６
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
に
つ
い
て

　
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
了
承
さ
れ
た
。

　
②
令
和
６
年
度
収
支
予

算
書
（
案
）

　
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
了
承
さ
れ
た
。

　
③
令
和
６
年
度
積
立
金

の
取
り
崩
し
（
案
）

　
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
了
承
さ
れ
た
。

　
④
令
和
６
年
度
「
定
時

総
会
」
に
つ
い
て

　
中
村
副
会
長
よ
り
、
決

議
の
追
加
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
議
論
し
た
。

　
⑤
連
盟
の
ロ
ゴ
に
つ
い

て　
⑥
令
和
６
年
度
「
理
事

会
」
の
日
程
（
11
月
の
変

更
）

【
事
務
連
絡
】

　
①
次
回
以
降
の
「
理
事

会
」
等
日
程

　
②
連
盟
「
第
33
回
診
療

報
酬
請
求
事
務
セ
ミ
ナ

ー
」（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
）

の
開
催

　
③
前
回
「
理
事
会
」（
２

月
９
日
）
議
事
録
案

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
期
日
　
３
月
８
日（
金
）

　
会
場
　
ス
ク
ワ
ー
ル
麹

町
３
階
「
華
」

【
主
な
報
告
事
項
】

　
①
日
病
協
「
代
表
者
会

議
」（
２
月
16
日
）

　
浦
田
副
会
長
よ
り
報
告

が
あ
っ
た
。

　
②
日
病
協
「
診
療
報
酬

実
務
者
会
議
」（
２
月
21

日
）

　
中
野
常
務
理
事
よ
り
報

告
が
あ
っ
た
。

　
③
小
熊
副
会
長
か
ら
の

報
告

　
小
熊
副
会
長
よ
り
、
社

保
審
「
医
療
部
会
」（
２
月

全
国
公
私
病
院
連
盟

　
　
　
役
員
会
だ
よ
り

会場のもよう

　
３
月
８
日
に
開
か
れ
た
全

国
公
私
病
院
連
盟
の
３
月
の

理
事
会
で
、「
令
和
６
年
度

事
業
計
画
書
」
が
了
承
さ
れ

て
い
る
。

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
で

は
、
国
民
医
療
の
確
保
と
会

員
病
院
は
も
と
よ
り
全
国
の

病
院
の
医
療
・
保
健
・
福
祉

活
動
に
資
す
る
た
め
、
以
下

の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と

　
２
．
医
療
制
度
対
策
の
推

進（
１
）
医
療
保
険
制
度
対
策

の
推
進

（
２
）
専
門
医
制
度
対
策

（
３
）
勤
務
医
師
確
保
対
策

お
よ
び
労
働
負
担
軽
減
対
策

（
４
）
医
療
提
供
体
制
対
策

の
推
進

　
①
地
域
医
療
構
想
対
策

　
②
看
護
師
確
保
対
策

　
③
療
養
病
床
の
あ
り
方
の

検
討

（
５
）
医
療
基
本
法
制
定
に

し
て
い
る
。

　
１
．
診
療
報
酬
お
よ
び
介

護
報
酬
対
策
運
動
の
推
進

（
１
）
令
和
８
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
た
対
策
の
推

進（
２
）
控
除
対
象
外
消
費
税

の
解
消
対
策
の
推
進

（
３
）
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
へ
の
病
院
の
意
見
反

映（
４
）
次
期
介
護
報
酬
改
定

に
向
け
た
対
策
の
推
進

向
け
た
対
応

　
３
．
高
齢
者
医
療
・
介
護

対
策
の
推
進

（
１
）
介
護
保
険
制
度
対
策

の
推
進

（
２
）
適
正
な
高
齢
者
医
療

対
策
の
研
究
お
よ
び
提
言

　
４
．
組
織
強
化
対
策
の
推

進（
１
）
加
盟
団
体
の
組
織
強

化
の
推
進

（
２
）
日
本
病
院
団
体
協
議

会
（
日
病
協
）
と
の
連
携

　
①
日
病
協「
代
表
者
会
議
」

の
対
応

　
②
日
病
協
「
診
療
報
酬
実

務
者
会
議
」
の
対
応

（
３
）
委
員
会
活
動
の
活
性

化　
５
．
病
院
経
営
改
善
対
策

の
推
進

（
１
）
病
院
の
経
営
改
善
対

策（
２
）
税
制
対
策
の
推
進

　
６
．
調
査
活
動
の
推
進

（
１
）
令
和
６
年
６
月
病
院

運
営
実
態
分
析
調
査
の
実
施

お
よ
び
報
告
書
の
発
行

（
２
）
病
院
経
営
健
全
化
の

た
め
に
必
要
な
調
査
の
実
施

　
７
．
広
報
活
動
の
推
進

（
１
）「
公
私
病
連
ニ
ュ
ー

ス
」
の
発
行

（
２
）
第
34
回
「
国
民
の
健

康
会
議
」
の
開
催

（
３
）「
広
報
委
員
会
」
の
運

営　
８
．
研
修
活
動
の
推
進

（
１
）
講
習
会
の
開
催

　
①
第
34
回
診
療
報
酬
請
求

事
務
セ
ミ
ナ
ー

　
②
第
32
回
医
療
事
故
防
止

セ
ミ
ナ
ー
（
企
画
協
力
：
㈱

公
私
病
連
共
済
会
）

　
③
第
35
回
看
護
管
理
セ
ミ

ナ
ー

　
④
第
20
回
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ
ミ
ナ

ー　
※
海
外
病
院
医
療
視
察
研

修
団
の
派
遣
は
、
受
け
入
れ

可
能
な
国
、
病
院
の
情
報
を

収
集
し
な
が
ら
実
施
の
有
無

を
検
討
す
る
。

　
９
．
保
険
事
業
の
推
進

（
１
）
病
院
賠
償
責
任
保
険

の
取
り
扱
い

（
２
）
勤
務
医
師
賠
償
責
任

保
険
の
取
り
扱
い

（
３
）
看
護
職
賠
償
責
任
保

険
の
取
り
扱
い

（
４
）
医
療
機
関
用
サ
イ
バ

ー
保
険
の
取
り
扱
い

（
５
）
居
宅
事
業
者
総
合
保

険
の
取
り
扱
い

（
６
）
株
式
会
社
公
私
病
連

共
済
会
（
保
険
代
理
店
）
と

の
連
携

（
７
）
特
定
退
職
金
共
済
制

度
の
推
進
と
取
り
扱
い

　
10
．
医
療
・
福
祉
関
係
団

体
と
の
連
携
強
化

　
11
．
そ
の
他
必
要
な
活
動

の
推
進

（
１
）「
創
立
60
周
年
記
念

式
典
」
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
令
和
6
年
度

　
　
　
事
業
計
画
書

病院賠償責任保険

・勤務医師賠償責任保険（包括契約・個人契約）

・看護職賠償責任保険（包括契約）

・医療従事者賠償責任保険（包括契約）

医療機関用サイバー保険

医療廃棄物排出者責任保険

医療機関用受託者賠償責任保険

現金総合保険

医療事故調査費用保険

訪問看護事業者賠償責任保険

保育所賠償責任保険・保育所傷害保険

医療施設特約オプション

雇用慣行賠償責任保険

使用者賠償責任保険

居宅事業者総合保険

保険の詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

損害保険ジャパン 株式会社

〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1

TEL 03-3349-5113 FAX 03-6388-0153

受付時間：平日の午前 9 時から午後 5 時まで

全国公私病院連盟の各種団体保険

< お 問 合 せ 先 >

取扱代理店 引受保険会社

株式会社 公私病連共済会

〒111-0042 東京都台東区寿 4-15-7

食品衛生センター7階

TEL 03-5830-6193 FAX 03-5830-6194

受付時間：平日の午前 9 時から午後 5 時まで

今
月
の
一
冊
と
一
本
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